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『
台
湾
教
科
用
書
国
民
読
本
』
「
土
語
読
方
」
部
の
日
本
語
訳

1

は
じ
め
に

明
治
三
十
一
年
七
月
二
十
七
日
勅
令
一
七
八
号
「
台
湾
公
学
校
令
」
に
よ
り
、
台
湾
人
に
対

す
る
初
等
教
育
機
関
と
し
て
の
「
公
学
校
」
の
概
要
が
定
め
ら
れ
た
。
公
学
校
令
第
七
條
に
は
。

「
公
学
校
の
教
科
用
図
書
は
台
湾
総
督
の
検
定
を
経
た
る
も
の
た
る
べ
し
」
と
い
う
教
科
書
の

規
定
も
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明
治
三
十
一
年
八
月
十
六
日
府
令
第
七
十
八
号
「
台
湾
公

学
校
規
則
」
に
よ
り
、
主
旨
、
編
制
な
ど
と
と
も
に
教
授
要
旨
及
び
教
科
程
度
が
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
経
、
明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
五
日
、
台
湾
総
督
府
民
政
部
学
務

課
に
よ
り
、
台
湾
に
お
け
る
最
初
の
国
語
読
本
と
な
る
『
台
湾
公
学
読
本
巻
一
』
が
印
刷
発
行

さ
れ
た
(
注
こ
。
こ
の
『
台
湾
公
学
読
本
巻
こ
は
そ
の
内
容
を
全
く
同
じ
ま
ま
、
『
台
湾
教

科
用
書
国
民
読
本
巻
こ
と
し
て
、
明
治
三
十
四
年
に
巻
二
か
ら
巻
六
ま
で
と
と
も
に
出
版
さ

れ
、
巻
七
・
八
・
九
は
同
三
十
五
年
、
巻
十
・
十
一
・
十
二
は
同
三
十
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
出
版

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
台
湾
教
科
用
書
国
民
読
本
』
全
十
二
巻
に
は
、
各
課
の
本
文
の
終
わ
り

に
「
土
語
読
方
」
と
い
う
、
台
湾
語
を
片
仮
名
で
表
記
し
た
内
容
が
盛
ら
れ
て
い
る
(
写
真
丁

二
参
照
)
。
こ
れ
は
、
巻
四
ま
で
は
毎
課
に
、
巻
五
よ
ハ
は
「
応
用
」
と
い
う
内
容
と
ほ
ぼ
交
互

に
、
巻
七
以
降
は
全
十
八
課
か
ら
二
十
課
ほ
ど
の
う
ち
に
五
課
ず
つ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

前
述
公
学
校
規
則
第
一
條
に
は
公
学
校
の
目
的
が
示
さ
れ
、
「
本
島
人
の
子
弟
に
徳
教
を
施
し

実
学
を
授
け
以
て
国
民
た
る
の
性
格
を
養
成
し
同
時
に
国
語
に
精
通
せ
し
む
る
を
本
旨
と
す
」

と
あ
る
。
外
地
に
お
け
る
国
語
(
日
本
語
)
教
育
の
教
科
書
に
現
地
語
を
混
入
さ
せ
る
こ
と
は

極
め
て
異
例
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
「
国
民
た
る
性
格
を
養
成
」
す
る
こ
と
と
、
「
国
語
に
精

通
」
す
る
こ
と
を
狙
う
上
で
果
た
し
て
、
こ
の
「
土
語
読
方
」
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
た

と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
(
注
こ
。
台
湾
に
お
け
る
国
語
読
本
の
第
二
期
と
も
い
う
べ
き

『
公
学
校
用
国
民
読
本
』
(
大
正
二
年
よ
り
)
で
は
姿
を
消
し
二
度
と
登
場
す
る
こ
と
の
な
い
「
土

語
読
方
」
部
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
台
湾
に
お
け
る
国
語
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(
国
語
教
室
)

百
本
語
)
教
育
の
本
質
を
考
え
る
上
で
、
ま
た
台
湾
教
育
の
全
体
像
を
考
え
る
上
で
重
要
な

示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
っ
た
上
で
、
各
課
に
配
さ
れ
た
「
土
語
読
方
」
の

具
体
的
な
中
身
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
ロ
ー
マ
字
起
こ
し
・
漢
字
起
こ
し
・
日
本
語

訳
を
試
み
て
お
き
た
い
。
「
土
語
読
方
」
の
成
立
並
び
に
内
容
上
の
分
析
検
討
に
つ
い
て
は
別
稿

に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

2

「
土
語
読
方
」
の
表
記
法
に
つ
い
て

『
台
湾
教
科
用
書
国
民
読
本
巻
こ
(
『
台
湾
公
学
読
本
巻
こ
』
の
冒
頭
に
は
、
五
十
音
字
、

鼻
音
字
、
符
号
字
、
八
声
符
号
、
同
用
例
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
(
写
真
三
・
四
・
五
参
照
)
。

台
湾
語
の
表
記
法
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
十
三
年
十
二
月
十
八
日
学
務
課
よ
り
発
行
さ
れ
た

『
台
湾
公
学
校
国
語
教
授
要
旨
』
の
「
国
民
読
本
編
纂
例
」
第
十
に
、
「
土
語
の
仮
名
遣
ひ
は
、

主
と
し
て
晨
に
台
湾
総
督
府
民
政
部
に
於
て
定
め
た
る
法
に
従
ふ
」
と
あ
る
。
既
に
台
湾
総
督

府
学
務
部
で
は
、
『
台
湾
十
五
音
及
字
母
詳
解
』
(
明
治
二
十
九
年
)
な
ど
を
編
纂
し
、
片
仮
名

に
よ
る
台
湾
語
の
表
記
体
系
の
確
立
に
向
か
っ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
表
記
法
は
、
本
島
人
の

国
語
(
日
本
語
)
学
習
と
同
時
に
日
本
人
の
台
湾
語
学
習
を
目
的
に
し
た
『
新
日
本
語
言
集
』

(
明
治
二
十
九
年
)
、
『
台
湾
適
用
会
話
入
門
』
(
同
年
)
な
ど
の
領
台
当
初
の
教
科
書
類
の
編
纂

に
お
い
て
も
既
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

3

本
稿
の
構
成
に
つ
い
て

本
稿
で
は
、
『
台
湾
教
科
用
書
国
民
読
本
』
全
1
2
巻
中
(
注
三
)
に
掲
載
さ
れ
た
「
土
語
読
方
」

す
べ
て
に
つ
い
て
、
原
文
、
ロ
ー
マ
字
起
こ
し
、
漢
字
起
こ
し
、
日
本
語
訳
の
順
で
記
し
て
い

一

一
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原
文
は
基
本
的
に
は
音
節
毎
の
分
か
ち
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
あ
る
い
は
彫
刻
者

に
よ
り
、
単
語
分
か
ち
書
き
も
の
や
、
音
節
分
か
ち
書
き
の
も
の
も
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
は
微
妙
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
音
節
分
か
ち
書
き
で
統
一
し
て
示
す
こ
と
に

し
た
。
ロ
ー
マ
字
起
こ
し
に
つ
い
て
は
、
台
湾
教
会
公
報
社
『
厦
門
音
新
辞
典
』
(
一
九
七
二
年
二
月

第
十
一
版
、
初
版
一
九
一
三
年
七
月
)
に
し
た
が
い
、
ロ
ー
マ
字
並
び
に
八
声
符
号
を
記
し
た
。

な
お
、
複
合
語
、
熟
語
相
当
の
も
の
は
ハ
イ
フ
ン
で
つ
な
い
で
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
。

漢
字
起
こ
し
に
つ
い
て
は
、
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
『
現
代
閔
南
語
辞
典
』
(
一
九
八
一

年
)
を
参
考
に
記
し
た
。
相
当
す
る
漢
字
が
想
定
で
き
な
い
場
合
は
、
意
義
を
考
慮
し
適
宜
当

て
る
こ
と
に
し
、
(

)
内
に
示
し
た
。
全
く
想
定
で
き
ず
、
意
味
不
明
の
も
の
は
(

)
の
み

を
示
し
た
。

日
本
語
訳
に
つ
い
て
は
、
直
訳
式
を
原
則
と
し
た
。
た
だ
し
、
意
味
が
通
じ
に
く
い
場
合
な

ど
、
『
台
湾
教
科
用
書
国
民
読
本
』
の
本
文
な
ど
を
参
考
に
意
訳
し
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
文

意
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
意
味
を
[

]
内
に
補
っ
た
箇
所
も
あ
る
。
翻
訳
の
常
で
あ

る
が
、
日
本
語
訳
全
体
の
問
題
と
し
て
、
台
湾
語
と
日
本
語
の
語
彙
・
文
法
上
の
ず
れ
が
限
界

を
生
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
巻
一
第
一
課
「
ギ
ヌ
ア

キ
イ
ラ
イ
」
は
、
文
脈

の
前
後
の
流
れ
で
、
「
子
供
が
起
き
る
」
「
子
供
が
起
き
た
」
の
両
様
に
訳
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

巻
一
第
九
課
「
我
不
至
愛
読
書
、
伊
不
愛
」
の
一
文
で
は
、
「
読
書
」
は
こ
の
場
合
「
勉
強
す
る
」

こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
「
伊
」
は
「
彼
・
彼
女
・
あ
の
人
」
の
い
す
れ
の
場
合
も
あ
り
う
る
。

執
筆
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
日
本
語
訳
を
当
て
た
。
な
お
、
文
体
上
の
問
題
と
し
て
常
体
・
敬

体
の
別
が
あ
る
が
、
本
縞
で
は
常
体
で
通
し
た
。
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『台湾教科用書国民読本』「土語読方」部の日本語訳
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